













































































位分類として，noun substantive（実詞）と noun adjective（形容詞）とに
分けられていたのである。英語では１７世紀末のレイン（A. Lane, fl .１６９５―
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起こり，大陸ではフランスのポール・ロワイヤル文法（C. Lancelot and A.























not de Condillac, Essai sur l’origine des connaissances humaines,１７４６），ル
ソーの『人間不平等起源論』（Jean-Jacques Rousseau, Discourse sur l’origine
de l’inégalité parmi les hommes,１７５５）および『言語起源論』（Essai sur
l’origine des langues,１７８１），またドイツのヘルダーの『言語起源論』（Johann
動き出した品詞論 187








の An Introduction to Languages, Literary and Philosophical（１７５８）に見る
ことができる。タイトル中の “Literary and Philosophical” という文句は
ベーコンに負うものであることを，序文の中でベイリーは明確に述べてい
る（１７５８: A４r）。



















Language is a Kind of Painting, as it were, the Copy of universal Na-
ture ; Picture-like it supplieth the Place of Originals, and bringeth
them into an ideal Existence to every Spectator : Or in short and plain

























First then we will enquire what part of speech it is proper to fix upon





























and Rhetoric）に就任し，翌年に道徳哲学教授（Professor of Moral Philoso-
phy）に移籍してからも，修辞学と文学についての講義を続けたのであっ
た。またスミスの最初に出版された著作がサミュエル・ジョンソン
（Samuel Johnson,１７０９―８４）の『英語辞典』（A Dictionary of the English Lan-
guage, １７５５）の書評であったことからも，彼の言語問題への関心を窺い
知ることができる。ここで取り上げるスミスの言語起源論 “Considerations
concerning the First Formation of Languages” は１７６１年に The Philological
Miscellany という複数の著者による論文集に最初に発表され，彼の The
Theory of Moral Sentiments（１７５９）の第３版（１７６７）以降，巻末に付され
るようになったものである。
スミスの言語起源論はコンディヤックやルソーらのそれと同じく，「理




































































































の pluitや tonatは，それぞれ１語で「雨が降る」（it rains）や「雷が鳴る」
（it thunders）という完全な陳述を表現しており，人間の精神が自然界で
それらの出来事をひとまとまりに捉える仕方を反映している。それに対し















えたであろう。このことは，たとえばラテン語で veni, venisti, venitと言
えば，主語を明示することなくそれぞれ語尾変化によって「私は来た」（I









言語・文学教師時代に出した初歩的な英文法書 The Rudiments of English
Grammar（１７６１）と，言語の根本原理を論じた講義集 A Course of Lectures















































































因であると言いたい場合，英語では ofという語を間に置いて the creator
of the worldと言うであろう。ところがラテン語では後者の語の末尾を変

















命じられたからだ」ということを，一つの堅い文で His command was the
reason of my writingと言うこともできるし，接続詞を使ってもっと優美
に I wrote because he ordered meと言うこともできる。後者では接続詞
becauseが I wroteと he ordered meという２つの文を繋ぎ，その相互関
係をはっきりと示している。接続詞は言語にとって欠かせないもの（neces-



























２．４ Encyclopaedia Britannica , 1st edition（１７７１）
本来静的な品詞論に発生順という動的要素が加わることを示す興味深い





















































































方，名詞を第一種の実詞（substantives of the first order），他方，代名詞







































warms the earth（太陽は地面を暖める）であれば，行為者を表す the sun





り出されたのである。この例で言えば，withを使って The sun warms the









遍文法論」（“An Introduction, tending to illustrate the fundamental Princi-







































































































詞が私の理解では最初の品詞（the original parts of speech）であり，そも
そも１つの出来事全体を１語で表すために作られたものです」（Bryce’s in-














動詞系：非人称動詞 → 人称動詞 → 人称代名詞
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